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良いことがありました

　秋山憲夫君　山本由臣君

3/21IM宜しくお願い致します

多数のご参加をお待ちして

おります

　さぬきRC　古市様　都倉様

<ニコニコ会計累積/￥160,500>

∵ がんばるＢＯＸ；

直井所長様お話ありがとう

ございました

　細谷君

誕生月ありがとうございます

　岡田君

<がんばる会計累積/￥139,000>
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■会長挨拶

みなさんこんにちは

今日は２月５日、年が明けて３６日ということで、早くも一年の１０分の１が過ぎたと

いうことになります。わたくしなど年齢とともに月日のたつ速度が加速度的に速く

なっている気がするのですが、皆さんはいかがでしょうか。

本日はたくさんのお客様をお迎えしています。

まず、鹿島建設(株)四国支店丸亀城石垣復旧工事事務所 直井智治所長様はじめ

４名の皆様。お城の石垣については、私もお城の南に住んでおりますので、毎日そ

の崩落箇所を見ながら悲しい気持ちになりますし、早く元の姿になってほしいと思い

つつ通勤している一人なのですが、今日は後ほどその石垣修復についての現状や

ご苦労、今後の予定などもお話し頂けるのではないかと思います。

そして、さぬきロータリークラブ様より３月２１日に行われますIMのご案内に会長の

古市千春様、実行委員長の都倉達生様がお見えです。

この後ご案内をよろしくお願い致します。

■幹事報告

①3/21(土)さぬきRC IM参加についてのお願い

②2/15(日)NPO法人未来ISSEYイベント参加依頼

③親睦委員会について

・新委員長 荒川会員 ・新委員 古岩会員

④2/7(土)丸亀城での展示会・イベント案内

⑤移植ドナー登録説明員募集について

■理事会報告

①上半期決算報告について

②3月の例会について

3/5 四国整備局香川工事事務所 さぬきRC 都倉様 古市様

3/14 善行表彰式

3/19 クラブフォーラム

③新会員候補者 川崎道夫氏

■例会事業；「丸亀城石垣復旧工事について」

鹿島建設 四国支店

丸亀城石垣復旧工事作業所

所長 直井 智治 様

今日は、丸亀城の石垣復旧工事について、苦労した点

こだわった点についてお話しさせていただきます。

丸亀城は、日本一高い石垣と現存天守を持つ、丸亀市

の誇りであり、大切な文化財です。その南西部の石垣

が2018年に崩落し、私たちは復旧工事に取り組むことになりました。

石垣というのは、表から見ると大きな石が積まれているだけのように見えますが、実

は裏側には栗石や盛土があり、複雑な構造で支えられています。今回の崩落は、

石垣全体が滑るように崩れる「円弧すべり」という現象でした。

（裏へ続く）



2026.2.5
Vol.63
№22

（3001）

文化財の工事で最も大切なのは、「元の姿に戻すこと」です。新しく作り直すのではなく、

できる限り当時のまま再現する。そのため、石は一つひとつ番号を付け、写真を撮り、

位置関係を細かく記録しました。重機も石を傷つけないよう慎重に使い、最後は人の

手で土を取り除きました。

調査の結果、三の丸石垣は想定よりはるかに高く、約31メートルあることも分かりまし

た。これは大阪城に次ぐ高さで、前例の少ない大規模な復旧です。使える石、補修して

使う石、新しく補う石を選別し、「石材カルテ」として記録しました。

また、元の位置を特定するため、写真解析と職人の目を組み合わせて照合し、9割以

上の石を元の場所に戻せるようにしました。さらに、地上で試験的に石積みを行い、勾

配や当たり具合も確認しています。

現在は帯曲輪から順に積み直し、三の丸へと工事を進めています。三面構造という難

しい条件の中、職人と力を合わせ、丁寧に復旧を進めています。400年前の技術と向き

合いながら、未来へこの城を残す。その思いで、これからも一つひとつ積み重ねていき

たいと思います。


